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分散キャンパスを前提とした全学共通教育のための  

技術開発動向に関する調査  

ResearChonrecentdevelopmentoftechnologiesfbrgeneraleducationindistributedcamPuSeS  

堀 川   
洋＊   

工学部の開設によって，本学のキャンパスは，幸町，池辺，および，林町の3つに分散することに  

なった。最近のコンビ、コ．一夕ネットワークおよびマルチメディア技術の発展によって，遠隔講義シス  

テムを利用した分散キャンパスにおける共通教育が可能となってきている。本稿では，著者の属する  

電子情報通信学会における遠隔教育システムに関する技術開発動向についてまとめた。  

電子情報通信学会は工学系としては日本最大の学会であり，多数の研究会を組織している。そのう  

ち，教育工学研究会において，主として教育における計算機の利用：CAI（ComputerAidedInstruCtion，  

コンビコ．一夕支援学習）に関する研究を中心とした活動が行われている。昨年（1999年）は，下記の  

ように計10回の研究発表会が開催され，活発な討論が行われた。  
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この内から，遠隔授業に関する研究発表の題目と概略を以下に挙げてみる。  

＊ 助教授 工学部（情報ネットワーク工学）  
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遠隔教育実習実施指導の改善と評価   

我々はこれまでに，低帯域でのTV会議システムを利用した遠隔教育実習指導を試みてきた。そこ   

で，（1）板書情報の伝達，（2）途切れのない音声，（3）クリアな映像などの問題点が挙げられた。   

本稿では，これらの問題点となる原因を究明し，改善を試みた遠隔教育実習指導実験を行った。そ   

の結果をもとに，低帯域での遠隔指導の可能性と今後の課題について検討する。  

バーチャルリアリティ技術を用いた新しい遠隔教育システム（Ⅱ）   

近年，コンビニ．－・タの性能向上やコンピュータネットワークの発達により，新たな情報交換の環   

境が生まれてきた。これに伴い，バーチャルリアリティ技術を用いて仮想空間内に学習環境を構築   

し，リアルタイムに学習を進める遠隔教育システムとしてバーチャルスクールの開発を行っている。   

このバー チャルスクール内において，学習を支援するための様々な機能を用意した。本稿をも アバ   

タによるコミニ．ニケー・ションを円滑に行うためのシステムや教材捏示など，バーチャルスクールで   

の学習を支援するための機能について報告する。  

SharlokⅡq：WWWを利用した開放型グループ学習支援システム   

我々は，WWW上に複数の学習者が知識を蓄積・検索する開放型グループ学習支援システムSharlok   

Ⅱを構築している。Shar・lokⅡでは，学習者間で知識に対↓討論を行い，共有知識を洗練化できる。   

このような環境において，学習者間の討論の仲介を行うMediatorAgentを提案する。MediatorAgent   

は，他の学習者の個人情報（行動履歴等）を利用して，討論要求者と同じ興味を持っている学習者   

を討論相手として推薦する。本稿では，SharlokⅡにおける，MediatorAgentの概要とその実現，実   

験的評価の結果について述べる。  

XMしを利用したネットワーク教育可能性の検討   

本文では，現在のオンライン教材の問題点を克服する目的で，最新ネットワーク技術であるⅩML  

（eXtensibleMarkupLangage）を活用した新たなオンライン教材（XMLTbacher・一sKit）の提案と試作   

を行ったので報告する。提案する教材は，ⅩMLのタグの自由度，ⅩSLによる表示形式の自由度など   

の長所を生かした特徴を有するものである。その特徴を意かの示す。①授業での利用を考慮した教   

材を作成する ②利用者の学習震度や目的に合わせた教材を作成する ③教材の統一・的官吏が可能で   

ある ④教材の素材となる情報源（WWW，CDROM，テキスト‥・）は限定されない がある。XML   

Teacher■sKitによるオンライン教材の試作実験により，XMLによる教材作成の有用性を確認する事   

が出来た。  

WWWクライアント上で手書き文字認識を行う分数計算を指導する知的CAlシステムの実現  

我々はWWW上において動作する，手書き入力による分数計算を指導する知的CAIシステム，   

WWWFRONTIERを開発した。手書き文字認識モジュ ールと入出力インタフェースをクライアント   

側，知的モジュールをサーバ側に配置した。手書き文字認識モジュールはJaYa言語で記述した。ク   

ライアント側でオンライン手書き文字認識を行うことによって，通借による遅延や，サーバへの手   

書き文字認識の負荷の集中などの問題を解決することができ，高速な手書き文字認識が可能である。   
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本稿では，WWWFRONTIERの特徴，アーキテクチャ，インタフェースの構成と機能，クライアン  

ト上での手書き文字の認識方法，認識率について述べる。  

インターネット及びイントラネットにおけるJavaによる教育教材   

小，中，高等学校でのインターネットの接続率も高くなり，文部省も学校教育での情報処理を広   

める時代になってきましたが，一方で生徒が最初に授業を受ける先生によってパソコンが嫌いにな   

る可能性もより強く考えられます。そこで，生徒が自分でパソコンのプログラムの－・部（データファ   

イル）だけでも作成できそれを活用するような授業であれば意欲もわくことでしょう。またインター・   

ネット上で全国の学校の教員，生徒の作成したデータファイルをダウンロードしあえば，地域によ   

る習慣や生活を知り合うこともできるでしょう。本論文はJava言語を使ってその実現に向けてのて   

いしょうであります。Java言語を使用した理由には，Java言語には将来性があること，パソコンの   

機種に依存しないこと，サーバーのおいても現在の主流のサーバー （UNIX，WindowsNT）にも対   

応していること，そしてJava言語のソフトが無料で入手できることにあります。  

インターネット上の遠隔教育モデルに基づいた教師研修システム  

近年の情報処理技術の著しい進展に伴い，コンピュータや情報通信に関わるリテラシーは教師の   

不可欠な資質として認識され，このリテラシー・資質の形成や向上を支援する新しい教師教育のあり   

方やその枠組みが求められている。本研究では，高度情報ネットワーク社会を想定した教員養成，教   

員研修という重要な営みに対して，SchooIBasedCurriculumDevelopmentandTl・ainingSystemを考慮   

した遠隔教育に関するモ・デル（遠隔教育モデル）を提案すると共に，それを具備した教師研修シス   

テムの構築とその評価を目的としている。本稿では，遠隔教育モデルの構成，およびシステムとそ   

の評価実験の結果に関して説明する。  

インターネットを利用した学習支援システムの評価   

CAIの指導戦略が，学習者の成績向上に有効／無効であるか判定す－る方法について提案する。本   

方法では，学習者に実行した指導戦略が，学習者の指導の目標を達成できているかどうかをがくしゆ   

うしやの答案から判断し，実行した指導戦略が成績向上に有効／無効であるか判定を行う。この判   

定結果の信頼性を高めるために，分析の対象となる学習者のデータは，インターネットを通して多   

くの学習者から収集する。この評価結果をもとに，無効な指導戦略を修正することにより，より効   

率の高いCAIを構築することができる。  

マルチメディア時代の一斉教育一散材開発事例と教育環境一  

近年のコンピュータの高速化，大容量化はめざましい。この動向に沿ってプレゼンティション用   

のソフトウェアにも開発が重ねられ，マンマシンインターフェイスの良好なビジュアル系の言語の   

開発も進んでいる。これらを用いることによって，難解な数値演算のシミュレーション処理がリア   

ルタイムで可能になり，また，動画像や音響のディジタル記録再生が簡単な処理で行えるようになっ   

た。本研究では，これらのマルチメディアの特性を生かした教育教材を開発し，教育環境を整えて   

多人数教育を行っている実際について解説を行う。   
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社会教育施設と学校をテレビ会議で結んだ遠隔授業   

社会教育施設と学校をテレビ会議で結んで遠隔授業を行った。授業にあたっては，社会教育施設   

の学芸員からの講義だけでなく，生徒からの質問ができるようにした。この遠隔授業を実施するこ   

とによって通常の学校にはない多くの標本・録画・設備などをもちいた勉強が可能になった。また，   

生徒が社会の中の専門家から直接に授業をうけることが可能になった。  

リモート電子顕微鏡を用いた理科の授業   

テレビ会議システムとISDN回線によりNTT生活環境研究所内の電子顕微鏡を学校から遠隔観察   

し，これを中心に理科の課外授業を実施した。光学顕微鏡でみられる数百倍を大きく越える数千倍   

の拡大率により化学物質や生物資料を観察することができた。  

スペース・コラボレーション・システムの複数波運用システムについて   

大学間教育交流ネットワー・ク「スペース・コラボレー・ション・システム」（SCS）の機能拡張とし   

て，データ伝送サーゼスを検討している。データ伝送システムでは，現在の衛星2回線を用いた映   

像音声信号の交換に加え，デー・タを扱ったセッションを行うことができる。VSAT局にデータ伝送シ   

ステムを導入する場合，既存の資源を最大限有効利用するため，システム上の制約と機能拡張に伴   

う要求を議論する。提出するサービスの品質を満たすための適切な経路構成と要求される通信制御   

について言及する。  

モバイルを用いた情報教育の試み  

日・米・韓の高校生が大阪に集合し，幾つかのグループに別れて地域社会の情報を収集し，統合   

し，発表する学習活動を行った。情報を収集する活動では，参加生徒は，モバイルを用いてインター   

ネットに接続し，情報収集活動の過程を逐次Webページの掲示板に載せてコーディネー・タに報告し   

た．。また，グループ相互に情報交換を行い，協力してパスワードを割り出してゴール地点の場所を   

解明した。情報を統合する活動では，取材した情報を整理し，まとめてPowe∫・Pointのスライドを作   

成した。次に，PowerPo血を用いてプレゼンテーションを行い，相互に評価した。本稿では，この   

教育実践の過程と内容を述べ，情報教育の視点で考察する。  

Hl323ベース次世代遠隔教育研究用炉ネットワークの構築   

時間と空間を越えた新しい教育・学習が情報通信ネットワークにより実現可能になった。我々は，  

IPネットワーク上でマルチメディア他地点間通借を実現する国際標準Hl，323に基づく，新しい教   

育・学習環境を構築した。このネットワークは，①多対地間マルチメディア遠隔コラボレーション   

の実現，②そうほうこうがたVOD，③教育コンテンツの生成，開発，編集，蓄積，配信および共有   

を－＼元化する機能を備えた次世代遠隔教育環境である。  

ギガビットスイッチによる高速キャンパスネットワークの構築とその運用   

本論文では，大阪府立大学において1999年4月に構築・運用開始したギガビットイーサスイッチ  

（GigabitEthemetSwitch）によるキャンパスネットワークについて報告する。今回構築したキヤンパ   
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スネットワークでは，運用ネットワークとして不可欠な高信頼性と対障害性の確保，マルチメディ  

ア伝送に不可欠な高速性とマルチキャストへの対応，運用管理業務の省力化に設計の主眼をおいて  

いる。  

マルチメディアキャンパスを指向する教育研究支援環境   

マルチメディア指向の新しい教育研究環境を構築した。新しいシステムは，教育コンテンツの作   

成（創世），蓄積，配信および共有を目指すものである。新システムでは①遠隔コラボレーション，②   

映像情報処理システム，③利用者がホームページを見る感覚でセンターリソースが利用できる利用   

者支援サービス，④分散協調学習システム，⑤図書情報サービス機能などを備えている。  

PCサー／くによる講義支援システムの試作  

双方向コミコ．ニケーションが行えるWebベースの講義システム，講義支援システムが注目され，   

実際に運用されている。本稿では，教師を含めた受講学生間で双方向コミ、コ．ニケーションが行える   

講義支援システムを，フリーウェアのサー・バソフト「ANHTTPD」をもちいてPCサーバ上で試作   

し，その概要を示す－。  

双方向コミュニケーション機能を持つ講義支援システムを用いた講義の実験  

者者らは，教師を含めた受講学生がWebを介して双方向にコミュニケー・ションできる講義支援シ   

ステムを試作し，実際に講義で本システムを用いた。本稿では，システム利用後に実施したアンケー・   

ト結果をノンパラメトリック検定法などを用いて分析を行い，本システムの利用効果，及び問題点   

を示して今後の改善策について検討する。  

次世代型多目的教育支援環境の構築  

教育の多様化に伴い，講義室における携帯型液晶プロジェクタの活用などが積極的に進められて   

いる。一・方，演習教育などにおいては，専用のコンビニ．－・タ演習室を構築・利用しての授業形態が   

－・般的である。しかし，そのような演習室専用の設計では，プレゼンテーション設備が必ずしも十   

分でないこと，大型CRTディスプレイが視界の妨げになるなど，多目的利用には不向きである場合   

が多い。本稿では，演習室としての利用が主目的でありながら，グループ学習や講義内演習等での   

利用にも適した形態にて構築した，次世代型多目的演習室の設計指針や設備構成等について具体的   

に報告する。  

このように，最新のコンビニ．一夕技術を利用した遠隔教育システムに関する研究開発が進められてい  

る。   

なお，例年3月の研究会は本学と徳島大学とで交互に開催されており，本年（2000年）は，本学教  

育学部付属教育実践総合センターにおいて3月17日に開催される予定である。当研究会は，学会員の  

みならず一・般の方も自由に聴講できるので，遠隔教育に関心をもたれている方は是非参加なされてみ  

れば良いであろう。   
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